
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（1/20）
2-83

ｃｆ断層系と他の断層との固結度の比較

〔本編資料2.1.2章に関する補足説明〕

• cｆ断層系以外の断層についても，針貫入試験のデータを示し，cｆ断層系との比較を行う。

• cｆ断層系は他の断層と異なり細粒で固結度が高いことを説明する。

第862回審査会合
資料１－２ P.2-83 再掲



sF断層系及びdF断層系の針貫入試験位置

①

③

②

④

⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩ ⑫

⑪

⑬

及び掘削面底盤

補足調査坑坑壁，掘削面底盤及びボーリングコアで認められたsF断層系及びdF断層系について図中の①～⑬で
針貫入試験を実施し，cf断層系との比較を行った。

（破線は伏在部，
点線は端部があると考えられる区間）

（点線は端部があると考えられる区間）

（破線は伏在部，
長破線は海底地形による推定部）

2-84
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（2/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-84 再掲
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周辺岩盤：平均21.30

断 層：平均23.60
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sF-１断層

周辺岩盤：平均8.82

断 層：平均0.56

ｓF断層系の針貫入試験結果

(N/mm)
(N/mm)

• sF断層系の針貫入勾配を断層と周辺岩盤について比較すると，断層の方が周辺岩盤と同程度か低い傾向にある。

•以上のことから，断層の針貫入勾配が高いcf断層系(P.2-60～P.2-64参照)とは性状が異なる。

(度数) (度数)

2-85
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（3/20）

注） sF-１断層は，大畑層中では明瞭な断層面が認められず細粒固結部（周辺岩盤より固結度が高い：第615回審査
会合資料２－２，P.3-7～P.3-9参照）として分布するが，本針貫入試験結果には細粒固結部は含まれない。

第862回審査会合
資料１－２ P.2-85 再掲
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周辺岩盤：平均14.57
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周辺岩盤：平均7.03

断 層：平均3.29

dF断層系の針貫入試験結果

(N/mm)
(N/mm)

(N/mm)
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dF-ａ断層

周辺岩盤：平均18.49

断 層：平均7.00

dF断層系の針貫入勾配については，断層の方が周辺岩盤よりも低く，各断層共に類似の性状を示す。

(度数) (度数) (度数)

2-86
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（4/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-86 再掲



0

5

10

15

20

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

③ sF-１断層 vcg，atf，IT-65孔

周辺岩盤：平均6.52

断 層：平均0.00
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周辺岩盤：平均24.86

断 層：平均31.34
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周辺岩盤：平均18.08

断 層：平均2.50
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⑤ sF-１断層 tb，lltf，IT-63-4孔

周辺岩盤：平均7.42

断 層：平均0.75
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④ sF-１断層 st，dltf，IT-50孔

周辺岩盤：平均3.90

断 層：平均1.28
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周辺岩盤：平均13.88

断 層：平均0.00
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① sF-１断層 st，dltf，IT-60孔

周辺岩盤：平均 5.33

断 層：平均 0.14

sF-１断層及びsF-２断層系の針貫入試験結果

(N/mm)

(N/mm)

(N/mm)

(N/mm)

(N/mm) (N/mm)

岩種 st：シルト岩，dltf：暗灰色火山礫凝灰岩，vcg：火山円礫岩
tb：凝灰角礫岩，lltf：淡灰色火山礫凝灰岩，blv：安山岩溶岩(角礫状)

atf：酸性凝灰岩，mlv：安山岩溶岩（塊状）

(N/mm)

sF断層系の針貫入勾配はおおむね断層の方が周辺岩盤に比較して小さい。

(度数)

(度数)

(度数)

(度数)

(度数)

(度数)

(度数)

2-87
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（5/20）

注） sF-１断層は，大畑層中では明瞭な断層面が認められず細粒固結部（周辺岩盤より固結度が高い：第615回審査
会合資料２－２，P.3-7～P.3-9参照）として分布するが，本針貫入試験結果には細粒固結部は含まれない。

第862回審査会合
資料１－２ P.2-87 再掲
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⑩ df-２断層 ｆｔｆ，dltf， 補足調査坑支保16～17           

周辺岩盤：平均 5.90
断 層：平均 0.00

dF断層系の針貫入試験結果

(N/mm)

(N/mm)

(N/mm) (N/mm)

(N/mm)
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断 層：平均 7.00
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断 層：平均 3.45
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⑪ df-３断層 dltf， RR-305孔

周辺岩盤：平均 15.59
断 層：平均 8.25

dF断層系の針貫入勾配については，いずれも断層の方が周辺岩盤に
比較して小さい。

(度数)

(度数)

(度数)

(度数)

(度数)

岩種 ftf：細粒凝灰岩，dltf：暗灰色火山礫凝灰岩，st：シルト岩，ptf：軽石凝灰岩

2-88
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（6/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-88 再掲



①sF-１断層 IT-60孔 針貫入試験結果

sF-１断層

82.2m 83.0m

易国間層
暗灰色火山礫凝灰岩

大間層
シルト岩

sF-１断層は断層面が明瞭であり，粘土質な
断層内物質が認められる。周辺岩盤（シルト
岩及び暗灰色火山礫凝灰岩）よりも低い針
貫入勾配を示す。

2-89
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（7/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-89 再掲



110.00m 110.97m

②sF-１断層 IT-62孔 針貫入試験結果

大畑層
火山円礫岩

sF-１断層は断層面が明瞭であり，粘土質な
断層内物質が認められる。周辺岩盤（火山
円礫岩）よりも低い針貫入勾配を示す。

大畑層
火山円礫岩

sF-１断層

2-90
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（8/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-90 再掲



80.00m 80.30m

③sF-１断層 IT-65孔 針貫入試験結果

大間層
酸性凝灰岩

sF-１断層は断層面が明瞭であり，粘土質な
断層内物質が認められる。周辺岩盤（火山
円礫岩及び酸性凝灰岩）よりも低い針貫入
勾配を示す。大畑層

火山円礫岩
sF-１断層

2-91
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（9/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-91 再掲



88.10m 88.90m

sF-1断層

④sF-１断層 IT-50孔 針貫入試験結果

易国間層
暗灰色火山礫凝灰岩

大間層
シルト岩

sF-１断層は断層面が明瞭であり，粘土質な
断層内物質が認められる。周辺岩盤（シルト
岩及び暗灰色火山礫凝灰岩）よりも低い針
貫入勾配を示す。

sF-１断層

2-92
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（10/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-92 再掲



⑤sF-１断層 IT-63-4孔 針貫入試験結果

易国間層
淡灰色火山礫凝灰岩

易国間層
凝灰角礫岩

14.00m 14.50m

sF-１断層は断層面が明瞭であり，粘土質な
断層内物質が認められる。周辺岩盤（凝灰
角礫岩及び淡灰色火山礫凝灰岩）よりも低
い針貫入勾配を示す。

sF-１断層

2-93
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（11/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-93 再掲



⑥sF-２-１断層 IT-26孔 針貫入試験結果

易国間層
安山岩溶岩（角礫状）

74.80m 75.20m

sF-２-１断層は断層面が明瞭であり，
断層上盤に灰白色のシルト～粘土を
伴い半固結状である。周辺岩盤（安山
岩溶岩（角礫状））と同等かそれよりも
低い針貫入勾配を示す。

易国間層
安山岩溶岩（角礫状）sF-２-１断層
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2-94
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（12/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-94 再掲



⑦sF-２-２断層 IT-26孔 針貫入試験結果

67.60m 68.00m

sF-２-２断層は断層面が明瞭であり，
弱変質した細粒凝灰岩を伴う。周辺岩
盤（安山岩溶岩（角礫状）及び安山岩
溶岩（塊状））と同等の針貫入勾配を
示す。

易国間層
安山岩溶岩（角礫状）

易国間層
安山岩溶岩（塊状）

2-95
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（13/20）

sF-２-２断層

第862回審査会合
資料１－２ P.2-95 再掲



⑧dF-ａ断層 P-1孔 針貫入試験結果

dF-ａ断層

119.00m 120.00m

dF-ａ断層は断層面が明瞭であり，細
片状の破砕組織から成る。一部粘土
が認められる。周辺岩盤（シルト岩
（硬質部）及び軽石凝灰岩）と同等か
それよりも低い針貫入勾配を示す。

大間層
シルト岩（硬質部）

大間層
軽石凝灰岩

2-96
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（14/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-96 再掲



67.00m 68.00m

⑨df-２断層 P-1孔 針貫入試験結果

dｆ-２断層は断層面は密着し粘土～
砂状の破砕物質が見られる。周辺
岩盤（シルト岩）と同等かそれよりも
低い針貫入勾配を示す。

大間層
シルト岩

大間層
シルト岩
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2-97
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（15/20）

df-２断層

第862回審査会合
資料１－２ P.2-97 再掲



⑩df-２断層 補足調査坑左支保16～17 針貫入試験結果

切羽側→←坑口側

df-２断層は断層面が明瞭であり，細片状の破砕
組織から成る。周辺岩盤（暗灰色火山礫凝灰岩）
よりも低い針貫入勾配を示す。

2-98
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（16/20）

易国間層
暗灰色火山礫凝灰岩

易国間層
暗灰色火山礫凝灰岩

df-２断層

第862回審査会合
資料１－２ P.2-98 再掲



⑪df-３断層 RR-305孔 針貫入試験結果

df-３断層

31.00m 32.00m

df-３断層は断層面が明瞭であり，固
結した砂状の破砕部から成る。周辺
岩盤（暗灰色火山礫凝灰岩）と同等か
それよりも低い針貫入勾配を示す。

易国間層
暗灰色火山礫凝灰岩

易国間層
暗灰色火山礫凝灰岩
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2-99
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（17/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-99 再掲



⑫df-３断層 補足調査坑右支保３～４ 針貫入試験結果

df-３断層

坑口側→←切羽側

df-３断層は断層面が明瞭であり，砂状の破砕組織
から成る。周辺岩盤（暗灰色火山礫凝灰岩）よりも
低い針貫入勾配を示す。

易国間層
暗灰色火山礫凝灰岩

易国間層
暗灰色火山礫凝灰岩

2-100
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（18/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-100 再掲



易国間層
淡灰色火山礫凝灰岩

sF-１断層 易国間層
淡灰色火山礫凝灰岩

易国間層 淡灰色火山礫凝灰岩 sF-１断層 易国間層
淡灰色火山礫凝灰岩

２-101

⑬sF-１断層 掘削面底盤B 針貫入試験結果

2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（19/20）

sF-１断層は断層面が明瞭であり，粘土質な断層内物質が認められ
る。周辺岩盤（淡灰色火山礫凝灰岩）よりも低い針貫入勾配を示す。

（本試料の値はP.2-85，2-87のヒストグラムに含まれていない）

針貫入試験位置のスケッチ
（ブロック試料：ST-BL9-3）

易国間層
淡灰色火山礫凝灰岩

：針貫入試験箇所

sF-１断層
易国間層
淡灰色火山礫凝灰岩

第862回審査会合
資料１－２ P.2-101 再掲



まとめ

cｆ断層系は，明瞭な断層面が認められず周辺岩盤より固結度が高いことから，
sF断層系及びdF断層系とは異なる性状を示す。

• cｆ断層系は，明瞭な断層面が認められず周辺岩盤より固結度が高い（P.2-27～
P.2-36及びP.2-60～P.2-64参照）。

• sF断層系は，断層面が明瞭であり，主に粘土質な断層内物質を伴うことが多く，
周辺岩盤より固結度が低い。

• dF断層系は，断層面が明瞭であり，細片状の破砕物質や一部粘土質物質から
成る断層内物質を伴うことが多く，周辺岩盤より固結度が低いか同等である。

2-102
2.8 cf断層系と他の断層との固結度の比較（20/20） 第862回審査会合

資料１－２ P.2-102 再掲



2.9 cf断層系の形成メカニズム（1/7）
2-103

ｃｆ断層系の形成メカニズム

〔本編資料2.1.2章に関する補足説明〕

• 文献に示された断層とcf断層系の性状の類似性から，cf断層系の形成メカニズムについ
て説明する。

第862回審査会合
資料１－２ P.2-103 再掲



【cｆ断層系に類似の断層の文献】

文献の断層とcf断層系の性状の類似性の検討（P.2-106，2-107参照）

• 明瞭な断層面は認められない。

• 断層は周辺岩盤より細粒で密度及び固結度が高い。

• 断層の変質鉱物としてスメクタイトが認められる。

検討フロー

ｃｆ断層系は文献の断層と同様に，ひずみ硬化を生じるような比較的高い拘束圧で形成され，
その後の続成作用によって周辺岩盤よりせん断強度が高くなったものと考えられる。

【cf断層系の性状】（P.2-102，2-105参照）

検討内容

文献に基づいて推定されるcf断層系の形成メカニズムの検討（P.2-108参照）

文献に示された断層とcf断層系の性状の類似性から，cf断層系の形成メカニズムについて検討する。
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④ 薄片〔断層と周辺岩盤〕

【B-2孔】 淡灰色火山礫凝灰岩中のcf-２断層

2mm0

①ボーリングコア（B-2孔 深度0ｍ～1.0ｍ）

cf-２断層

淡灰色火山礫凝灰岩

研磨片作製位置（②）薄片作製位置（③）

基質にはスメクタイト生成

クロスニコル

軽石
軽石

オープンニコル

スメクタイト
（基質）

淡灰色
火山礫
凝灰岩

2cm0

③ 研磨片接写（深度0.85m)
②より5cm浅い位置
断層と周辺岩盤の境界は
密着し,断層面は不明瞭。

⑤ 薄片〔断層〕（拡大）

B-2孔

位置図 0 50m

拡大図

0 10m

淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

②研磨片（水平断面）
深度0.90m (コア径95mm)

細粒化した軽石の縁に
生成したスメクタイト

cf断層系の性状（cf-２断層）

2.9 cf断層系の形成メカニズム（3/7）

• 研磨片（②，③）では，断層は周辺岩盤よりも細粒であ
り，境界は漸移的で明瞭な断層面は認められない。

• 薄片（④，⑤）でも同様に，断層部では主に軽石から成
る岩片が周辺岩盤よりも細粒化しており，軽石表面及
び細粒な基質を充填してスメクタイトが生成している。

細粒化して
いる部分

2-105第862回審査会合
資料１－２ P.2-105 再掲



スコットランド西部 石炭紀～二畳紀の New Red 砂岩の断層露頭

文献の断層とcf断層系の性状の類似性（1/2）

②

③

0            10cm

①

④

⑤

※

文献に記載された断層の性状 cf断層系の性状

周辺岩盤 ①石炭紀～二畳紀の多孔質な砂岩 中新世の多孔質な火山砕屑岩
（本編資料P.2-21参照）

断層の固結度
②断層は岩盤から突き出た形状を成す（硬質で侵食さ

れにくい）
周辺岩盤より硬い
（本編資料P.2-23，2-24参照）

断層面
③幅を持ったせん断帯を形成しすべり面はほとんど認

められない
明瞭な断層面は認められない
（本編資料P.2-9，2-11参照）

断層の粒度・
密度

④断層では粒子の結合が破壊され，粒子の充填密度
の増加と細粒化が生じている

周辺岩盤より細粒で密度が高い
（本編資料P.2-21，2-22参照）

断層のせん断
強度

⑤粘着力は減るものの高密度に締まり，分級の悪い
角張った粒子が噛み合い摩擦角を増大させるため，
ひずみ硬化※により断層のせん断強度は高くなる

周辺岩盤よりせん断強度が高い
（本編資料P.2-24参照）

• 文献（Underhill and Woodcock (1987)５））の断層は，周辺岩盤が石炭紀～二
畳紀の砂岩でcf断層系とは年代や岩種は異なるが，多孔質な周辺岩盤よ
りも細粒で固結度が高く明瞭な断層面がなく（①～④参照），cｆ断層系に類
似した性状を示す。

• この断層部には鉄酸化物のコーティングが生じているとされているが，ひず
み硬化により，せん断強度が高くなっているとされている（⑤参照）。

• この断層の形成メカニズムは，年代や地域にはほとんど無関係で，変形時
の周辺岩盤の物理状態のみに依存するとされている（⑥参照）。

（抜粋）

⑥ ※ 岩石の三軸圧縮試験に
おけるひずみ硬化の説明
（狩野・村田（1998） ６））。
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• cf断層系と類似の断層の文献にお
ける記載例を示す。図－１は凝灰岩，
図－２及び３は砂岩における例で，
いずれも周辺岩盤は多孔質で固結
度が低く，断層部は細粒で固結度
が高くなっている。P.2-106のような
鉄の酸化物によるコーティングはな
く，断層部は灰白色を呈する。

• いずれの文献でも，多孔質な周辺
岩盤がせん断を受けてひずみ硬化
を生じることによって，周辺岩盤より
も細粒で固結度が高い断層が形成
されたとしている。

図－３ 南フランスの後期白亜紀の多孔質砂岩に形
成された周辺岩盤より固結度の高い灰白色
の断層の例 Soliva et al.(2013)９）

※ : shear-enhanced compaction band

※

※

図－２ エジプトのジュラ～白亜紀初期の砂岩に形成された周辺岩盤より
固結度の高い灰白色の断層の例 Rotevatn et al.(2008)８）

図－１ 米国アイダホ州の多孔質な玄武岩質凝灰岩に形成さ
れた周辺岩盤より固結度の高い灰白色の断層の例

Okubo(2014)７）

2-107

文献の断層とcf断層系の性状の類似性（2/2）

2.9 cf断層系の形成メカニズム（5/7） 第862回審査会合
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文献に基づいて推定されるcf断層系の形成メカニズム

2) その後の続成作用でスメクタイト生成により粒子間の空隙が充填され，断層

の粘着力（ｃ）が増加した。

多孔質の砂岩がひずみ硬化を生じるような環境でせん断変形を受け，粘着力は減るものの

高密度に締まり，粒子が噛み合い摩擦角を増大させ，せん断強度の高い断層が形成された。

1) 空隙が多い火山砕屑岩が，ひずみ硬化を生じるような比較的高い拘束圧で

せん断変形を受け，構成粒子の細粒化・再配列による空隙の減少，密度の

増加及び粒子の噛み合わせにより，断層の内部摩擦角（φ）が増加した。

1)及び2)により断層のせん断強度が周辺岩盤より高くなったものと考えられる。

• 断層は周辺岩盤とほぼ同じ鉱物組成から成り，スメクタイト
が同程度かやや多い（本編資料P.2-19参照）。

• 断層は周辺岩盤とほぼ同じ化学組成から成る（本編資料
P.2-20参照）。

断層の変質鉱物はスメクタイト

【鉱物組成・化学組成】

【文献※に基づいて推定されるcf断層系の形成メカニズム】

【文献※に示された断層の形成メカニズム（P.2-106参照）】

cf-１～３断層と周辺岩盤の一面せん断試験

結果で断層のｃ・φが周辺岩盤より大きくな

っていることと調和的である（本編資料P.2-

24参照）。

ｃｆ断層系は文献※の断層と同様に，ひずみ硬化を生じるような比較的高い拘束圧で形成され，
その後の続成作用によって周辺岩盤よりせん断強度が高くなったものと考えられる。

注） MIS5e以降の上載層の厚さ（数十ｍ程度）ではひずみ硬化は発生しないことから，cf断層系の形成はMIS5eより前と推定される。

※：Underhill and Woodcock (1987)５）

2.9 cf断層系の形成メカニズム（6/7）
2-108第862回審査会合

資料１－２ P.2-108 再掲



まとめ

•薄片観察結果（P.2-105参照）から，cf断層系には明瞭な断層面は認められず，断層部では
主に軽石から成る岩片が周辺岩盤よりも細粒化し，軽石表面及び細粒な基質を充填してスメ
クタイトが生成している。

•文献（P.2-106,2-107参照）には，周辺岩盤より硬い断層の事例の報告が多数あり，cf断層系
と同様な多孔質な火山砕屑岩中に形成された灰白色の断層も報告されている。いずれの文
献でも断層が周辺岩盤より硬い原因は，鉱物脈，酸化物の沈殿等ではなくひずみ硬化によ
るものとされている。

•文献に基づいて推定されるcf断層系の形成メカニズムの検討（P.2-108参照）から，ｃｆ断層系
は文献の断層と同様に，ひずみ硬化を生じるような比較的高い拘束圧で形成され，その後の
続成作用によって周辺岩盤よりせん断強度が高くなったものと考えられる。
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（余白）
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dF断層系の断層性状一覧表

〔本編資料2.2.1章に関する基礎データ〕

• ボーリング等における断層性状一覧表（dF-ａ～ｃ断層及びdf-１～５断層）

3.1 dF断層系の断層性状一覧表（1/5）
3-1第862回審査会合

資料１－２ P.3-1 再掲



3.1 dF断層系の断層性状一覧表（2/5）
3-2

ボーリング等におけるdF断層系の確認位置及び標高

位置図

断層確認位置・標高の色分け

‐25.25 dF-ａ断層

‐25.25 dF-ｂ断層

‐25.25 dF-ｃ断層

‐25.25 df-１断層

‐25.25 df-２断層

‐25.25 df-３断層

‐25.25 df-４断層

‐25.25 df-５断層

S-601
-50.19

凡 例

断層（確認部）

断層（大畑層による伏在部）

断層（断層端部があると考えられる区間)

大畑層基底面

ボーリング孔（矢印は斜め孔），
孔名及び断層確認標高（ｍ）

補足調査坑

トレンチ

第862回審査会合
資料１－２ P.3-2 一部修正

注１） 断層及び大畑層基底面の分布はT.P.-14ｍにおける位置。
注２） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ，ｃ及びdf-２，３断層と考

えられる断層） （本編資料P.2-71参照）については，図面
上，断層名をdF-ａ，ｃ及びdf-２，３として記載する。

dF断層系



Ⅵ-ⅱ 80.46 -77.16 0 51 -

P-1 119.44 -115.75 15 110 -

P-2 79.89 -76.53 0 65 -

P-3 61.05 -57.91 0 50 -

R-110 76.53 -70.66 0 86 -

R-304 90.77 -87.13 0 59 -

RR-107 77.85 -73.83 0 35 -

RR-218 96.25 -93.29 2 95 -

RR-221 86.73 -67.44 0 74 -

RR-306 57.18 -53.20 12 35 EW, 41S　（ボアホールテレビューア）

RR-307 46.09 -42.13 0.2 35 -

S-501 228.48 -230.40 70 23

S-601 207.68 -210.19 4 11

S-602 161.91 -163.71 2 13

S-617 37.10 -39.81 0 9 -

S-624 89.78 -95.77 0 10 -

S-702 63.88 -65.90 0 10 -

IT-66-e 315.63 -293.31 66 - N41E, 58S　（ボアホールテレビューア）

dF-ａ

陸域

西側海域

N28E, 74E　(３孔からの算出値)

ボーリングにおける断層性状一覧表（dF-ａ断層）

断層名 分布域 孔名
深度

(m)

標高

(m)

最大破砕幅

(cm)

見掛けの

鉛直変位量

（m）

走向・傾斜

（°）

dF断層系の断層性状一覧表（1/3）

3.1 dF断層系の断層性状一覧表（3/5）
3-3第862回審査会合

資料１－２ P.3-3 一部修正

注） P.3-2に示す海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）（本編資料P.2-71参照）については，本表ではdF-ａ断層に含めて記載する。



dF断層系の断層性状一覧表（2/3）

3.1 dF断層系の断層性状一覧表（4/5）
3-4

R-110 69.94 -64.07 4 - -

R-304 82.79 -79.15 0 10 -

RR-107 71.95 -67.93 6 15 ほぼEW, 80S　（コアの断層面の傾斜角から推定）

RR-221 80.56 -61.27 0 8 -

Ⅵ-ⅲ 73.79 -50.51 9 41 -

BF-2 41.77 -32.29 8 15 -

IT-16 50.34 -51.71 15 14 N2E, 71E　（BHTV）

P-2 77.50 -74.14 5 45 -

RR-304 15.36 -10.96 19 20 N88E, 36S　（ボアホールテレビューア）

RR-305 116.15 -112.70 0 20 N78E, 79S　（ボアホールテレビューア）

S-501 160.26 -162.18 0 15

S-601 133.89 -136.40 0 20

S-602 105.90 -107.70 12 16

S-618 56.86 -59.24 10 25 -

S-702 54.34 -56.36 1.0 9 -

標高

(m)

ボーリングにおける断層性状一覧表（dF-ｂ及びdF-ｃ断層）

走向・傾斜

（°）

最大破砕幅

(cm)

見掛けの

鉛直変位量

（m）

断層名 分布域 孔名
深度

(m)

dF-ｂ 陸域

ｄF-ｃ

陸域

西側海域

N16E, 72E (３孔からの算出値)

第862回審査会合
資料１－２ P.3-4 一部修正

注） P.3-2に示す海域のdF断層系の断層（dF-ｃ断層と考えられる断層）（本編資料P.2-71参照）については，本表ではdF-ｃ断層に含めて記載する。



dF断層系の断層性状一覧表（3/3）

3.1 dF断層系の断層性状一覧表（5/5）
3-5

BF-2 37.00 -28.16 不明（コア岩片化） 3.5 -

RR-304 30.85 -26.45 0 3.6 N60～70E, 45S　（ボアホールテレビューア）

BF-2 58.28 -46.59 12 5.1 -

BF-3 48.58 -36.69 10 - -

BF-6 58.10 -7.17 0.8 - -

IT-64 52.25 -29.09 8 - N59E, 64N （BHTV）

P-1 67.65 -63.96 1.0 3 -

TB-16坑 T.D.7（切羽） 1 8 - N80E, 65N

TM-５坑 T.D.20（東壁） 2 25 2.0 N82～85E, 80～83N

補足調査坑 T.D.12（東壁） 1 1.0 - N83E～87W, 75～82N

西側海域 Ts-４トレンチ - -4 0 0.5 N32E, 76S

BF-6 67.14 -11.69 11 - N73～81E, 80～83N　（ボアホールテレビューア）

IT-64 71.38 -38.22 3 - N58E, 80N （BHTV）

RR-305 31.63 -28.18 0 2.4 N60～70, E75S　（ボアホールテレビューア）

Tf-１トレンチ - 11 6 - N78～90W, 68～81N

TM-５坑 T.D.32.5（東西両壁） -1 4 0.9 N72～84E, 58～60N

TM-９坑 T.D.46（東西両壁） -11 20 - N60～70E, 64～70N

TB-37坑 T.D.4（切羽） -11 24 2.3 N79E, 67N

IT-17 44.10 -48.25 34 - N10E, 72W （BHTV）

IT-64 16.00 -11.79 15 - N4W, 55E （BHTV）

TM-５坑 T.D.59.5（東西両壁） -7 4 0.22～0.24 N75～86E, 78～81N

TM-９坑 T.D.14.5（東西両壁） -11 3 0.7～1.1 N78～79E, 90

df-５ 陸域 RR-218 61.64 -58.68 0 6 ほぼEW, 80～85S　（コアの断層面の傾斜角から推定）

df-４ 陸域

df-１ 陸域

df-２

陸域

df-３

陸域

西側海域

ボーリング，トレンチ及び補足調査坑における断層性状一覧表（dｆ-１～df-５断層）

断層名 分布域 孔名等
深度等

(m)

標高

(m)

最大破砕幅

(cm)

見掛けの

鉛直変位量

（m）

走向・傾斜

（°）

70E, 75N

第862回審査会合
資料１－２ P.3-5 一部修正

注） P.3-2に示す海域のdF断層系の断層（df-１～５断層と考えられる断層）（本編資料P.2-71参照）については，本表ではdf-１～５断層に含めて記載する。



dF断層系の下方への分布

〔本編資料2.2.1章に関する補足説明〕

• 南北方向X-X’断面での大間層中の鍵層の分布を示し，dF断層系がデイサイト貫入岩の下
位の鍵層に変位を与えていないことから，デイサイト貫入岩の下方には延びないことを説明
する。

3.2 dF断層系の下方への分布（1/9）
3-6第862回審査会合

資料１－２ P.3-6 再掲



ボーリング柱状図対比断面図（南北方向X-X’）

凡例

酸性凝灰岩鍵層

軽石凝灰岩鍵層

地層境界

地質境界

ＡＴ-17

ＰＴ-１

ＡＴ-17

易国間層

大間層

大畑層

大間層

ＰＴ-1

ＰＴ-3

ＰＴ-2

ＡＴ-25

ＰＴ-3

ＰＴ-1

ＰＴ-2

ＡＴ-17

ＮＳ

ＡＴ-25

• 大間層には軽石凝灰岩PT-１～３及び酸性凝灰岩AT-17，25の５層の特徴的な鍵層が認められる。

• デイサイトはAT-25とPT-３の間に貫入している。PT-３より上位の鍵層は，ｄF-ａ断層及びデイサイト
貫入面を境に変位（南側落下）しているが，デイサイト貫入岩下方のAT-25に変位は認められないこ
とから，ｄF-ａ断層はデイサイト貫入岩の下方には延びないと判断される。

デイサイト

3.2 dF断層系の下方への分布（2/9）

平面図

RR-206

3-7

dF断層系及びデイサイト周辺の
大間層中の鍵層の対比
（南北方向X-X’断面）

第862回審査会合
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N-１孔

257.52m

249.19m

PT-１

シルト岩

シルト岩

D-７孔

233.40m

239.91m

PT-１

シルト岩

シルト岩

PT-１

55.32m

59.70m

P-４孔
シルト岩

シルト岩

D-7
P-4

N-1

NS

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

3.2 dF断層系の下方への分布（3/9）

大間層中の鍵層の対比（1/5）：軽石凝灰岩PT-１

軽石凝灰岩（PT-１）

軽石凝灰岩中のシルト岩の偽礫＊

• 大間層中の軽石凝灰岩PT-１は，暗緑灰色の基質が特徴で，軽石の量は下
位のPT-３（P.3-11参照）に比べて少ない。スランピングによるシルト岩の偽
礫を含み，層厚は約４ｍ～約８ｍとやや変化する。

• 軽石凝灰岩PT-１は，ｄF-ａ断層及びその下位のデイサイト貫入面を境に，
南側落下の分布を示す。

3-8第862回審査会合
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284.56m

269.44m

N-１孔

AT-17

シルト岩

シルト岩

D-７孔
249.39m

262.77m

シルト岩

シルト岩

P-４孔＊

66.86m

75.25m

シルト岩

シルト岩

シルト岩

D-7
P-4

N-1

NS

AT-17*

AT-17

*： P-4孔ではデイサイトの貫入により，地層が引き延ばさ
れて層厚が薄くなっている可能性がある。

3.2 dF断層系の下方への分布（4/9）

大間層中の鍵層の対比（2/5）：酸性凝灰岩AT-17

酸性凝灰岩（AT-17）

3-9

• 大間層中の酸性凝灰岩AT-17は，酸性凝灰岩の中で最も厚い層厚(約８ｍ
～約15ｍ)を有する。その岩相は均質で細かい層理で特徴づけられる。

• 酸性凝灰岩AT-17は，ｄF-ａ断層及びその下位のデイサイト貫入面を境に，
南側落下の分布を示す。

第862回審査会合
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シルト岩

シルト岩

D-７孔

272.13m

278.81m

PT-２

シルト岩

シルト岩

PT-２

P-４孔

83.00m

99.46m

シルト岩

シルト岩

296.48m

303.45m

シルト岩

シルト岩

酸性凝灰岩

PT-２

D-7
P-4

N-1

NS

N-１孔

酸性凝灰岩

＊

＊

＊＊

＊

3.2 dF断層系の下方への分布（5/9）

大間層中の鍵層の対比（3/5）：軽石凝灰岩PT-２

軽石凝灰岩（PT-２）

軽石凝灰岩中のシルト岩の偽礫＊

3-10

• 大間層中の軽石凝灰岩PT-２は，PT-１（P.3-8参照
）に比べて軽石の量が多い。スランピングによるシ
ルト岩の偽礫を含み，層厚は約７ｍ～約26ｍと変化
する。

• 軽石凝灰岩PT-２は，ｄF-ａ断層及びその下位のデ
イサイト貫入面を境に，南側落下の分布を示す。

第862回審査会合
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292.77m

シルト岩

シルト岩

301.88m

D-７孔

315.25m

PT-３

シルト岩

シルト岩

PT-３

P-４孔
124.70m

140.66m

シルト岩

シルト岩

シルト岩

シルト岩

シルト岩

シルト岩

• 大間層中の軽石凝灰岩PT-３は，大間層の深部に分布し，軽石の量や粒度が層
準により変化し，下部に数枚のシルト岩層を挟在する。スランピングによるシルト
岩の偽礫を含み，層厚は約13ｍ～約20ｍと変化する。

• 軽石凝灰岩PT-３は，原子炉建屋直下付近ではデイサイトの下位の層準に分布
するが，デイサイト分布域ではデイサイトの上・下位に分かれて分布する。

PT-３

326.48m

346.76m

シルト岩

シルト岩

シルト岩

N-１孔

＊

＊ ＊
＊

＊

シルト岩

シルト岩

シルト岩

D-7
P-4

N-1

N

S A’-7

A’-７孔

291.38m

PT-３

デイサイト

シルト岩

3-11
3.2 dF断層系の下方への分布（6/9）

大間層中の鍵層の対比（4/5）：軽石凝灰岩PT-３

軽石凝灰岩（PT-３）

軽石凝灰岩中のシルト岩の偽礫＊

注）A’-７孔では，デイサイトの貫入の影響を受
けて軽石凝灰岩PT-３は薄くなっている。

第862回審査会合
資料１－２ P.3-11 再掲



D-7
A’-7

N-1

N-１孔

350.07m

357.48m

AT-25

シルト岩

シルト岩

D-７孔

321.00m
（孔底）

317.93m

AT-25

シルト岩

A’-７孔

294.67m

298.04m

AT-25

シルト岩

シルト岩

NS
• 大間層中の酸性凝灰岩AT-25は，大間層の深部に分布し，やや厚い層厚(約３ｍ～約７

ｍ)でシルト質の地層を挟む。

• 酸性凝灰岩AT-25は，原子炉建屋直下からデイサイト貫入岩の下位に分布し変位が認
められないことから，dF断層系は，デイサイト貫入岩の下方には延びないと判断される。

軽石凝灰岩（PT-3）最下部

PT-3

292.77m

PT-3

315.25m

PT-3

346.76m

平行葉理が発達する酸性凝灰岩

平行葉理が発達する酸性凝灰岩

平行葉理が発達する酸性凝灰岩

酸性凝灰岩の薄層

3-12

大間層中の鍵層の対比（5/5）：酸性凝灰岩AT-25

3.2 dF断層系の下方への分布（7/9）

注） D-7孔は酸性凝灰岩AT-25の下端に達していない。

第862回審査会合
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デイサイト貫入岩の
推定分布範囲

デイサイト貫入岩の下位に分布する大間層中
の酸性凝灰岩AT-25層準は，デイサイト貫入岩
の分布とは関係なく一定の傾きをもって南側に
傾斜していることから，dF断層系はデイサイト貫
入岩の下方には分布していないと考えられる。

0.5

3.2 dF断層系の下方への分布（8/9）
3-13

デイサイト貫入岩の下方への連続性：酸性凝灰岩AT-25層準上面標高等高線

第862回審査会合
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まとめ

• 大間層中の鍵層である酸性凝灰岩AT-25は，デイサイト貫入岩の下位に分布し変位が認められないこと，
デイサイト貫入岩の分布とは関係なく一定の傾きをもって南側に傾斜していることから，dF断層系はデイサ
イト貫入岩の下方には延びないと判断される。

3.2 dF断層系の下方への分布（9/9）
3-14第862回審査会合

資料１－２ P.3-14 再掲



dF断層系の性状・変位センス

〔本編資料2.2.1章に関する基礎データ〕

3.3 dF断層系の性状・変位センス（1/13）

• dF断層系の性状と変位センス

3-15第862回審査会合
資料１－２ P.3-15 再掲



主要な断層（dF-ａ断層）の性状
【P-１孔】 深度119.44ｍ 断層面の傾斜約45°

T.P.
（ｍ）

大間層
シルト岩

大畑層

位置図(鉛直断面図)

破砕幅の測定

大間層軽石凝灰岩

0

dF-ａ断層

シルト岩

軽石凝灰岩

ボーリングコア

• P-１孔のコアでdF-ａ断層の性状を観察した。

• 破砕幅は最大約15ｃｍ，粘土幅は約１ｃｍである。

S NP-1孔

断層観察箇所

3.3 dF断層系の性状・変位センス（2/13）

0 100m

P-1孔

119.10ｍ 119.49ｍ

細片状，シルト岩・凝灰岩の
やや軟質な破砕物質から成る。

シルト岩の破砕物質が
固結している。 破砕幅:最大約15ｃｍ，粘土幅:約１ｃｍ

解釈線有り

解釈線なし

位置図(水平断面図)

3-16第862回審査会合
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ボーリングコア

S N

軽石凝灰岩

【RR-107孔】 深度71.95ｍ 断層面の傾斜約75°～約80°

主要な断層（dF-ｂ断層）の性状

T.P.

大畑層
礫状の破砕部 破砕幅:約６ｃｍ

シルト岩

71.78ｍ

大間層軽石凝灰岩

大間層
シルト岩

位置図(水平断面図)

位置図(鉛直断面図)

72.22ｍ

• RR-107孔のコアでdF-ｂ断層の性状を観察した。

• 破砕部は礫状で破砕幅は約６ｃｍである。破断面に条線が認められる。

RR-107孔

断層観察箇所

3.3 dF断層系の性状・変位センス（3/13）

0 100m

RR-107孔

解釈線有り

解釈線なし

3-17第862回審査会合
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主要な断層（dF-ｃ断層）の性状

【P-２孔】 深度77.50ｍ 断層面の傾斜約70°～約80°

T.P.
（ｍ）

大畑層

77.20ｍ 77.89ｍ

シルト岩

酸性凝灰岩

酸性凝灰岩⇒

大間層
シルト岩

位置図(鉛直断面図)

大間層軽石凝灰岩

0

• P-２孔のコアでdF-ｃ断層の性状を観察した。

• 破砕幅は最大約５ｃｍでシルト岩の角礫を主体とする。

ボーリングコアS NP-２孔

断層観察箇所

3.3 dF断層系の性状・変位センス（4/13）

位置図(水平断面図) 0 100m

P-２孔

解釈線有り

解釈線なし

3-18

破砕幅は最大約５ｃｍでシルト岩の角礫を主体とする。上・下位の鍵層
間の層厚の変化から約45ｍの見掛けの鉛直変位量が推定される。

第862回審査会合
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S N

その他の断層（df-１断層）の性状
【RR-304孔】 深度30.85ｍ 断層面の傾斜約60°

大間層
シルト岩

30.62ｍ 31.00ｍ

断層面は密着し，固結している。大畑層

T.P.

大間層軽石凝灰岩

位置図(鉛直断面図)

• RR-304孔のコアでdf-１断層の性状を観察した。

• 断層の上・下位で変形が認められるが，断層面は密着し固結している。

ボーリングコア

シルト岩

RR-304孔

断層観察箇所

3.3 dF断層系の性状・変位センス（5/13）

T.P.

位置図(水平断面図)
0 100m

RR-304孔

解釈線有り

解釈線なし

3-19第862回審査会合
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その他の断層（df-２断層）の性状

【P-１孔】 深度67.65ｍ 断層面の傾斜約70°～約80°

T.P.
（ｍ）

大間層
シルト岩

大間層軽石凝灰岩

大畑層

67.25ｍ 67.85ｍ

破砕幅は最大約１ｃｍである。破砕部は粘土質物質・砂状粒子の破砕物から成る。
上・下位の鍵層間の層厚から約３ｍの見掛けの鉛直変位量が推定される。

シルト岩

位置図(鉛直断面図)

0

• P-１孔のコアでdf-２断層の性状を観察した。

• 破砕幅は最大約１ｃｍで，破砕部は粘土質物質や砂状粒子の破砕物質から成る。

ボーリングコア

S N

断層観察箇所

3.3 dF断層系の性状・変位センス（6/13）

位置図(水平断面図) 0 100m

P-1孔

P-1孔

解釈線有り

解釈線なし

3-20第862回審査会合
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その他の断層（df-３断層）の性状

シルト
岩

断面図

軽石凝灰岩

大畑層S N

大畑層

T.P.

31.50ｍ 31.75ｍ

大間層
シルト岩

大間層軽石凝灰岩

位置図(鉛直断面図)

• RR-305孔のコアでdf-３断層の性状を観察した。

• 破砕幅は最大約４ｍｍで固結した砂粒子サイズの破砕物質から成る。

RR-305孔

断層観察箇所

3.3 dF断層系の性状・変位センス（7/13）

位置図(水平断面図)

【RR-305孔】 深度31.63ｍ 断層面の傾斜約70°～約80°

ボーリングコア

シルト岩

0 100m

RR-305孔

解釈線有り

解釈線なし

3-21

断層面は破砕幅最大約４ｍｍの固結した砂粒子サイズの破砕物質から成
る。見掛けの鉛直変位量は近傍の鍵層の分布から約2.4ｍと推定される。

第862回審査会合
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その他の断層（df-４断層）の性状

TM-９坑 西側壁 画像・スケッチ

df-４断層
見掛けの鉛直変位量：約0.7ｍ

• 補足調査坑TM-９の西側壁においてdf-４断層の
性状を確認した。

• 見掛けの鉛直変位量は約0.7ｍ（南側落下）で，
幅１ｃｍ～３ｃｍ程度の細片状～砂状破砕物質
が認められる。

• 本観察箇所を挟んで東西で実施したボーリング
BF-５及びBF-６(位置図参照)により，本断層が
延長しないことを確認した。

blv約0.7ｍ

dltf : 暗灰色火山礫凝灰岩

blv : 安山岩溶岩(角礫状)

易国間層

blv

dltf

S N

3.3 dF断層系の性状・変位センス（8/13）

TM-９坑

BF-５

BF-６

0 100m

3-22

位置図（水平断面図）

第862回審査会合
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【RR-218孔】 深度61.64ｍ 断層面の傾斜約70°～約90°

シルト岩

その他の断層（df-５断層）の性状

断層面は易国間層の暗灰色火山礫凝灰岩(dltf)と大間層のシルト岩(st)との不規則な境界
と成っており，密着していて破砕物質は認められない。周辺の鍵層の分布から見掛けの鉛
直変位量は約６ｍと推定される。

S N

大畑層

T.P.
（ｍ）

大間層
シルト岩

61.00ｍ 61.82ｍ

暗灰色火山礫凝灰岩

位置図(鉛直断面図)

大間層軽石凝灰岩

0

• RR-218孔のコアでdf-５断層の性状を観察した。

• 断層面は不規則な形状で密着しており，破砕物質は認められない。

ボーリングコア
RR-218孔

断層観察箇所

3.3 dF断層系の性状・変位センス（9/13）

位置図(水平断面図) 0 100m

RR-218孔

解釈線有り

解釈線なし

3-23第862回審査会合
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主要な断層（dF-ａ断層）の変位センス

【P-３孔】 深度61.05ｍ 断層面の傾斜約70°

CT画像（鉛直断面）：深度61.00ｍ～61.20ｍ（左：複合面構造とせん断センス，右：元画像）

シルト岩

軽石凝灰岩

断層面 ボーリングコア

Y  : dF-a断層の主せん断面
P : 細粒化した軽石の伸長・配列方向
R1 : Yに対してPとは反対方向に斜交し，

Pを切断する面

N

S

S N

大畑層

大間層
シルト岩

位置図(鉛直断面図)

大間層軽石凝灰岩

0
T.P.

m

P-３孔

断層観察箇所

注） N, S方位は地質解釈による。

位置図(水平断面図) 0 100m

P-３孔

• P-３孔のコアのCT画像及び地質断面によると，dF-ａ断層は南側落下（正断層センス）と判断される。

• 断層面は密着し，破砕物質や粘土質物質は認められない。

3-24
3.3 dF断層系の性状・変位センス（10/13） 第862回審査会合

資料１－２ P.3-24 一部修正

金川(2011)４）

61.00ｍ 61.20ｍ

断層面 (Y)

N

S

R1
P

P



断層面(Y)

上

NS

P

R1

R1

P

CT画像※

(鉛直断面）
10cm0

• 補足調査坑のブロック試料の研磨片及び薄片によると，df-３断層の変位センスは南側落下（逆断層センス）と判断される。

• 断層面は密着又はフィルム状の粘土質物質が認められる。

補足調査坑西壁

断層面：約75°北傾斜
南側落下（逆断層センス）

ブロック試料
（df-３断層）

薄片
(クロスニコル）

df-３断層

細粒凝灰岩

暗灰色
火山礫凝灰岩

NS

暗灰色
火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

安山岩溶
岩（塊状）

安山岩溶
岩（塊状）

研磨片
（鉛直断面）

断層面(Y)
（最新面）

2cm0
0.5mm0

位置図
（水平断面図）

0 100m

補足調査坑

NSN

S

上
上

※  第615回審査会合資料２－２，P.4-
22の画像を，より研磨片に近い位
置の画像に変更したもの。

Y : df-３断層の主せん断面
P : 細粒化した岩片の伸長・配列方向
R1: Yに対してPとは反対方向に斜交し，

Pを切断する面

P : 粘土鉱物の主要な配列方向
R1: 粘土質物質の連続方向に対して

Pとは反対方向に斜交し，Pを
切断・屈曲させる面

50cm0

その他の断層（dｆ-３断層）の変位センス（解釈線有り）

3.3 dF断層系の性状・変位センス（11/13）
3-25第862回審査会合

資料１－２ P.3-25 一部修正

金川(2011)４）



断層面(Y)

上

NS

CT画像※

(鉛直断面）
10cm0

補足調査坑西壁

断層面：約75°北傾斜
南側落下（逆断層センス）

ブロック試料
（df-３断層）

薄片
(クロスニコル）

df-３断層

細粒凝灰岩

暗灰色
火山礫凝灰岩

NS

暗灰色
火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

安山岩溶
岩（塊状）

安山岩溶
岩（塊状）

研磨片
（鉛直断面）

断層面(Y)
（最新面）

2cm0
0.5mm0

位置図
（水平断面図）

0 100m

補足調査坑

NSN

S

上
上

※  第615回審査会合資料２－２，P.4-
22の画像を，より研磨片に近い位
置の画像に変更したもの。

50cm0
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その他の断層（dｆ-３断層）の変位センス（解釈線なし）

3.3 dF断層系の性状・変位センス（12/13） 第862回審査会合
資料１－２ P.3-26 一部修正

金川(2011)４）



X

X’

X2
X2’

• dF断層系の変位センスは，いずれも南側落下を示す。傾斜方向の
違いにより，南傾斜のものは正断層センス，北傾斜のものは逆断
層センスになる（図１）。

• 基盤の隆起を模擬した砂箱実験（図２）でも，dF断層系に類似した
形状で正断層と逆断層が形成される。

• したがって，dF断層系に認められる正・逆の変位センスの違いは，
南側落下の高角断層の傾斜方向の違いによるものと考えられる。

• 以上のことから，dF断層系は一連の断層で主なものはdF-ａ，ｃ断
層に代表され，その変位センスは南側落下の正断層である。

S N
X2’

|
X2
|

正断層

逆断層

正断層

逆断層

垣見・加藤（1994）１０）の図3.17を左右反転，一部加筆

図１ 敷地北側の南北断面図におけるdF断層系の分布

図２ 砂箱実験による正断層と逆断層の分布

デイサイト
（中新世の貫入岩）

dF断層系の傾斜方向と変位センスとの関係

dF断層系（正断層センス）

dF断層系（逆断層センス）

貫
入
岩

S NX
|

X’
|

デイサイト
（中新世の貫入岩）

Qt-te
Iu-tb

Iu-ℓℓｔｆ

Iℓ-aℓｔ

Iℓ-bℓv

Qt-aℓ

Iℓ-mℓv

Oh-tcg

Om-atf

Om-ptf

Om-st

Om-st

Iℓ-sｔ

Om-dℓｔf

Om-atf
Om-ptf

Om-cｔf

In-da

In-da

In-da

3.3 dF断層系の性状・変位センス（13/13）
3-27第862回審査会合

資料１－２ P.3-27 一部修正



sF断層系の分布・変位センス

〔本編資料2.2.1章に関する補足説明〕

• dF断層系とsF断層系の区別の参考データとして，sF断層系の分布と変位センス
を説明する。

3.4 dF断層系とsF断層系の区別（sF断層系の分布・変位センス）（1/3）
3-28



〔参考〕 sF-１断層の分布

IT-62IT-65
見掛けの

水平変位量約73m

IT-64

（ はsF-１断層を捉えた位置）

上
部
層

下
部
層

易
国
間
層

位置図

sF断層系一覧

＊３

*１：設置変更許可申請書提出以降平成30年５月までに追加取得した調査データを取り
入れた数値。

*２：「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規
則」の第三条の「耐震重要施設」及び第三十八条の「重大事故等対処施設」をいう。

*３：ｓF-２-２断層の見掛けの水平変位量については，sF-２-２断層は連続性が小さく
sF-２-１断層に収れんするため，sF-２-1断層の変位量で代表するものとする。

敷地範囲

0 300m

sF-２断層系

この地図は，国土地理院の地理院地図
（電子国土Web）を使用したものである。

（細線：試料採取孔）

0                                   100m

• sF-１断層はほぼ南北走向で易国間層及び大畑層を切っている（掘削面より北側ではNNW-SSE走向）。IT-62孔，IT-64孔及びIT-65孔でsF-１断層を確認した。

• sF-１断層は右横ずれセンスで見掛けの最大水平変位量は約73ｍである。

• sF-１断層は明瞭な断層面が認められ，断層面沿いに粘土を伴う破砕部が見られる。

3-29第862回審査会合
資料１－２ P.3-37 再掲3.4 dF断層系とsF断層系の区別（sF断層系の分布・変位センス）（2/3）



〔参考〕 sF断層系の変位センス分布
凡 例

• sF断層系の変位センス分布を把握するため，掘削面において，条線と複合面構造の
観察により変位センスを判定した。

• sF-１断層は右横ずれ，sF-２断層系は左横ずれの変位センスを示す。

• sF-１断層とsF-２断層系の条線伏角は，水平～30°南を示す。

注） 断層の走向・傾斜及び条線については，
計測箇所近傍の位置で表示した。

第856回審査会合
資料１－２ P.2-7 一部修正

3-30
3.4 dF断層系とsF断層系の区別（sF断層系の分布・変位センス）（3/3）

（矢印は条線の方向，（）内は条線伏角）



西側海域の３孔（S-501，S-601，S-602）のボーリングの鍵層の性状

〔本編資料2.2.1章に関する基礎データ〕

3.5 西側海域の３孔のボーリングの鍵層の性状（1/7）

• 酸性凝灰岩AT-５

• 酸性凝灰岩AT-７

• 軽石凝灰岩PT-１

• 酸性凝灰岩AT-17

• 軽石凝灰岩PT-２

• 軽石凝灰岩PT-３

3-31

• ３孔のボーリング地質断面で断層の変位センス及び見掛けの鉛直変位量を
示す鍵層のコア写真と性状（下記参照）

コメントNo.S2-141



シルト岩

S-602孔

133.85m～
133.95m

AT-５

S-501孔

157.55m～
157.65m

AT-５

注２） S-602孔のコア箱には，コアの出し入れを容易にするため塩ビパ
イプが入っており，その分S-501孔よりコア箱が大きくなっている。

シルト岩

3-32

大間層中の鍵層の対比（1/6）：酸性凝灰岩AT-５

3.5 西側海域の３孔のボーリングの鍵層の性状（2/7）

• 鍵層AT-５は下部に軽石を含む酸性凝灰岩から成り，層厚は約10ｃｍである。

• 約２ｍ及び約20ｃｍ上位に酸性凝灰岩の薄層が分布する。

• なお，鍵層AT-５はS-601孔には分布しない。

コメントNo.S2-141

S-501S-602

SENW

注１） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ，ｃ断層
と考えられる断層）については，図面上，
断層名をdF-ａ，ｃ断層として記載する。

C-C’断面

酸性凝灰岩の薄層

鍵層AT-５(酸性凝灰岩)

シルト岩

シルト岩



S-602S-601 S-501
S-601

NESWNS

3-33

大間層中の鍵層の対比（2/6）：酸性凝灰岩AT-７

3.5 西側海域の３孔のボーリングの鍵層の性状（3/7）

• 鍵層AT-７は生痕化石の認められる酸性凝灰岩から成り，層厚は約10ｃｍである。

• 約2.5ｍ～約3.5ｍ下位に酸性凝灰岩及び粗粒凝灰岩の薄層が分布する。

コメントNo.S2-141

S-60１孔

161.76m～
161.80m

AT-７

S-602孔

151.95m～
152.10m

AT-７

シルト岩

酸性凝灰岩の薄層

粗粒凝灰岩の薄層（酸性凝灰岩
及びシルト岩と細互層を成す）

シルト岩

注２） S-601孔及びS-602孔のコア箱には，コアの出し入れを容易
にするため塩ビパイプが入っており，その分S-501孔よりコア
箱が大きくなっている。

シルト岩

S-501孔

160.41m～
160.50m

AT-７

dF-ｃ断層
160.26m

シルト岩

注１） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ，ｃ断層
と考えられる断層）については，図面上，
断層名をdF-ａ，ｃ断層として記載する。

鍵層AT-７(酸性凝灰岩)

Ａ-Ａ’断面 Ｂ-Ｂ’断面



S-602S-601 S-501

S-601
NESWNS

注１） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ，ｃ断層
と考えられる断層）については，図面上，
断層名をdF-ａ，ｃ断層として記載する。

シルト岩

シルト岩

シルト岩

207.49ｍ～
207.77m

PT-１

3-34

大間層中の鍵層の対比（3/6）：軽石凝灰岩PT-１

S-60１孔 S-602孔 S-501孔

PT-１

186.65m

181.55m

dF-ａ断層
207.68m

シルト岩

酸性凝灰岩の薄層

軽石凝灰岩の薄層

PT-１

212.75m

206.58m

シルト岩

AT-17

3.5 西側海域の３孔のボーリングの鍵層の性状（4/7）

シルト岩

注２） S-601孔及びS-602孔のコア箱には，コアの出し入れを容易にするため
塩ビパイプが入っており，その分S-501孔よりコア箱が大きくなっている。

• 鍵層PT-１は主に暗緑灰色の基質を特徴とする軽石凝灰岩から成り，一部にスランピン
グによるシルト岩の偽礫を含む。層厚は約５ｍ～約６ｍである。

• S-601孔では鍵層PT-１は海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）によっ
て切られている。

＊

軽石凝灰岩中のシルト岩の偽礫＊

＊

＊

＊

＊ ＊

＊

＊

＊

コメントNo.S2-141

鍵層PT-１(軽石凝灰岩)

Ａ-Ａ’断面 Ｂ-Ｂ’断面



S-602
S-601 S-501

S-601
NESWNS

Ａ-Ａ’断面 Ｂ-Ｂ’断面

軽石凝灰岩

酸性凝灰岩の薄層

3-35

大間層中の鍵層の対比（4/6）：酸性凝灰岩AT-17

PT-2

S-501孔

223.13m

228.30m

AT-17

dF-ａ断層
228.48m

S-60１孔

シルト岩 PT-1

シルト岩

209.62m

AT-17

220.83m

dF-ａ断層
207.68m

3.5 西側海域の３孔のボーリングの鍵層の性状（5/7）

• 鍵層AT-17は全体に均質な酸性凝灰岩から成り，葉理が認められる。層厚は約11ｍ～約12ｍである。

• S-501孔では鍵層AT-17は海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）によって切られている。

シルト岩

S-602孔

205.33m

AT-17

193.17m

注２） S-601孔及びS-602孔のコア箱には，コアの出し入れを容易
にするため塩ビパイプが入っており，その分S-501孔よりコア
箱が大きくなっている。

シルト岩

シルト岩

注１） 海域のdF断層系の
断層（dF-ａ，ｃ断層と
考えられる断層）につ
いては，図面上，断
層名をdF-ａ，ｃ断層と
して記載する。

コメントNo.S2-141

鍵層AT-17(酸性凝灰岩)



S-602S-601 S-501
S-601

NESWNS

Ａ-Ａ’断面 Ｂ-Ｂ’断面

AT-17

シルト岩

S-602孔

シルト岩

シルト岩

シルト岩

酸性凝灰岩の薄層

3-36

大間層中の鍵層の対比（5/6）：軽石凝灰岩PT-２

222.84m

214.47m

PT-２

S-60１孔 S-501孔
228.30m

234.47m

PT-２

dF-a断層
228.48m

229.10m

PT-２

235.91m

3.5 西側海域の３孔のボーリングの鍵層の性状（6/7）

• 鍵層PT-２は主に軽石凝灰岩から成り，一部に酸性凝灰岩及びスラ
ンピングによるシルト岩の偽礫を含む。層厚は約７ｍ～約８ｍである。

• S-501孔では鍵層PT-２は海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考え
られる断層）によって切られている。

注２） S-601孔及びS-602孔のコア箱には，コアの出し入れを容易
にするため塩ビパイプが入っており，その分S-501孔よりコア
箱が大きくなっている。

シルト岩

注１） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ，ｃ断層
と考えられる断層）については，図面上，
断層名をdF-ａ，ｃ断層として記載する。

酸性凝灰岩中のシルト岩の偽礫＊

＊
＊＊

鍵層PT-２(軽石凝灰岩)

コメントNo.S2-141

Ａ-Ａ’断面 Ｂ-Ｂ’断面

酸性凝灰岩



S-501S-602

SENW
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大間層中の鍵層の対比（6/6）：軽石凝灰岩PT-３

254.50m

243.10m

PT-３

254.85m

271.50m

PT-３

シルト岩

シルト岩

シルト岩

シルト岩

S-602孔 S-501孔

3.5 西側海域の３孔のボーリングの鍵層の性状（7/7）

• 鍵層PT-３は主に軽石凝灰岩から成り，
酸性凝灰岩及びシルト岩と互層を成す
部分がある。層厚は約11ｍ～約17ｍで
ある。

• なお，S-601孔は鍵層PT-３の分布深度
まで掘削されていない。

注２） S-602孔のコア箱には，コアの出し入れを容易にするため
塩ビパイプが入っており，その分S-501孔よりコア箱が大きく
なっている。

シルト岩

シルト岩

注１） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ，ｃ断層
と考えられる断層）については，図面上，
断層名をdF-ａ，ｃ断層として記載する。

コメントNo.S2-141

鍵層PT-３(軽石凝灰岩)

酸性凝灰岩
酸性凝灰岩

酸性凝灰岩

シルト岩

シルト岩

シルト岩

酸性凝灰岩

酸性凝灰岩

C-C’断面



陸域のdF断層系と海域の断層系のその他の特徴（見掛けの鉛直変位量）

〔本編資料2.2.1章に関する補足説明〕

• 陸域のdF-ａ断層及び海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）につ
いて，見掛けの鉛直変位量の分布及び傾向を説明する。

3.6 陸域のdF断層系と海域の断層系のその他の特徴（見掛けの鉛直変位量）（1/2）
3-38

コメントNo.S2-141



位置図

• dF-ａ断層のボーリング孔における見掛けの鉛直変位量を色分けし，
dF-ａ断層の断層面コンター図（本編資料P.2-70参照）に示した。

• 陸域では，見掛けの鉛直変位量はデイサイトの大きな貫入岩体が
分布する深部で大きく，浅部に向かって減少する傾向を示す。このよ
うな深部から浅部への減少傾向は程度の差はあるものの海域でも
認められる。

• 陸域の浅部と海域の浅部の見掛けの鉛直変位量を比較すると，陸
域から海域に向かって減少する傾向を示す。

位置図

凡 例

断層面コンター(数値は標高；破線は伏在部でT.P.-14mに投影)

大畑層基底面（T.P.-14m）

ボーリング孔（dF-a断層確認孔）
T.P.：断層確認深度，Δh：見掛けの鉛直変位量

試掘坑

S-601
T.P.-210.19m
Δh：11m

凡 例

断層（確認部）

断層（大畑層による伏在部）

断層面コンター(数値は標高；破線は伏在部でT.P.-14mに投影)

大畑層基底面

ボーリング孔（dF-ａ断層確認孔）
T.P.：断層確認標高（ｍ），Δh：見掛けの鉛直変位量

見掛けの鉛直変位量の区分

10ｍ以下 10～30ｍ 30～50ｍ 51ｍ以上 不明

補足調査坑

陸域のdF-ａ断層及び海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）
の見掛けの鉛直変位量の分布及び傾向

3-39

注１） 断層及び大畑層基底面の分布はT.P.-14ｍにおける位置。
注２） 陸域では，dF断層系はT.P.-150ｍ以深に分布しないが，下方延長を想定してT.P.-150ｍコンターを作成。
注３） 海域では，IT-66-e孔のT.P.-293.31ｍで断層を確認し，T.P.-250ｍコンターまで作成。

3.6 陸域のdF断層系と海域の断層系のその他の特徴（見掛けの鉛直変位量）（2/2）

S-624
T.P.-95.77m
Δh：10m

S-602
T.P.-163.71m
Δh：13m

S-501
T.P.-230.40m
Δh：23m

S-601
T.P.-210.19m
Δh：11m

S-617
T.P.-39.81m
Δh：9m

S-702
T.P.-65.90m
Δh：10m

P-3
T.P.-57.91m
Δh：50m

P-2
T.P.-76.53m
Δh：65m

P-1
T.P.-115.75m
Δh：110m

RR-218
T.P.-93.29m
Δh：95m

Ⅵ-ⅱ
T.P.-77.16m
Δh：51m

RR-307
T.P.-42.13m
Δh：35m

RR-306
T.P.-53.20m
Δh：35m

RR-107
T.P.-73.83m
Δh：35m

R-304
T.P.-87.13m

Δh:59m

RR-221
T.P.-67.44m
Δh：74m

R-110
T.P.-70.66m
Δh：86m

sF-１断層によってdF-ａ断層の
コンターが不連続になる領域

浅部に向かい変位量減少
（Δh：51ｍ～110ｍ⇒35ｍ～50ｍ）

浅部に向かい変位量減少
（Δh：11ｍ～23ｍ⇒9ｍ～10ｍ）

海域に向かい変位量減少
（Δh：35ｍ～50ｍ⇒9ｍ～10ｍ）

IT-66-e
T.P.-293.31m
Δh：不明
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海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ

〔本編資料2.2.1章に関する基礎データ〕

• ボーリングの地質柱状図及びコア写真（７孔）

• 断層の方向性（IT-66-e孔ボアホールテレビューア画像）

3.7 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ(1/9)
3-40

第862回審査会合
資料１－２ P.3-38 一部修正

コメントNo.S2-141



3.7 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ(2/9)

228.48ｍ
dF-ａ断層

S-501孔

S-501孔 地質柱状図（深度210ｍ～240ｍ）

S-501孔 コア写真（深度225ｍ～235ｍ）

• S-501孔の深度228.48ｍにおいて，大間層の酸性凝灰岩と軽
石凝灰岩との境界に海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考え
られる断層）を確認した。

• 粘土質物質を含む破砕部から成り，破砕幅は約70ｃｍである。

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

注２） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）については，柱状図
記事欄及びコア写真では断層名をdF-ａ断層として記載する。
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第862回審査会合
資料１－２ P.3-39 一部修正
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207.68ｍ
dF-ａ断層

S-601孔

S-601孔 地質柱状図（深度180ｍ～210ｍ）

S-601孔 コア写真（深度200ｍ～210ｍ）

• S-601孔の深度207.68ｍにおいて，大間層の軽石凝灰岩とシ
ルト岩との境界に海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えら
れる断層）を確認した。

• 粘土質物質を含む破砕部から成り，破砕幅は約４ｃｍである。
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第862回審査会合
資料１－２ P.3-40 一部修正

3.7 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ(3/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

注２） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）については，柱状図記
事欄及びコア写真では断層名をdF-ａ断層として記載する。
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161.91ｍ
dF-ａ断層

S-602孔

S-602孔 地質柱状図（深度150m～180m）

S-602孔 コア写真（深度155m～165m）

• S-602孔の深度161.91ｍにおいて，大間層のシルト岩中に海域
のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）を確認した。

• 粘土質物質を含む破砕部から成り，破砕幅は約１ｃｍ～約２ｃ
ｍである。
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第862回審査会合
資料１－２ P.3-41 一部修正

3.7 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ(4/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

注２） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）については，柱状図
記事欄及びコア写真では断層名をdF-ａ断層として記載する。
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S-617孔

37.10ｍ
dF-ａ断層

S-617孔 地質柱状図（深度30ｍ～60ｍ）

S-617孔 コア写真（深度30ｍ～40ｍ）

• S-617孔の深度37.10ｍにおいて，大間層のシルト岩中に海域
のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）を確認した。

• 断層面は密着し，破砕部は認められない。
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第862回審査会合
資料１－２ P.3-42 一部修正

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

注２） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）については，柱状図
記事欄及びコア写真では断層名をdF-ａ断層として記載する。

3.7 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ(5/9)
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S-624孔

89.78ｍ
dF-ａ断層

S-624孔 地質柱状図（深度60ｍ～90ｍ）

S-624孔 コア写真（深度80ｍ～90ｍ）

• S-624孔の深度89.78ｍにおいて，易国間層の粗粒凝灰岩中
に海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）を確
認した。

• 断層面は開口し，破砕部は認められない。
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第862回審査会合
資料１－２ P.3-43 一部修正

3.7 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ(6/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

注２） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）については，柱状図
記事欄及びコア写真では断層名をdF-ａ断層として記載する。
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S-702孔

63.88ｍ
dF-ａ断層

S-702孔 地質柱状図（深度60ｍ～90ｍ）

S-702孔 コア写真（深度60ｍ～70ｍ）

• S-702孔の深度63.88ｍにおいて，大間層のシルト岩中に海域
のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）を確認した。

• 断層面は密着し，破砕部は認められない。
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第862回審査会合
資料１－２ P.3-44 一部修正

3.7 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ(7/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

注２） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）については，柱状図
記事欄及びコア写真では断層名をdF-ａ断層として記載する。
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IT-66-e孔

315.63ｍ
dF-ａ断層

IT-66-e孔 地質柱状図（深度300ｍ～330ｍ）

IT-66-e孔 コア写真（深度312ｍ～323ｍ）

• IT-66-e孔の深度315.63ｍにおいて，大間層の酸性凝灰岩とシルト岩との
境界に海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）を確認した。

• 破砕部の幅は約66ｃｍである。

3-47
3.7 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ(8/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

注２） 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）については，柱状図
記事欄及びコア写真では断層名をdF-ａ断層として記載する。
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断層破砕部314.71m 315.86m

315.63ｍ 海域のdF断層系の断層(dF-ａ断層と考えられる断層)

コア画像

IT-66-e孔：海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の方向性
(ボアホールテレビューア画像)

注） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。
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ボアホールテレビューア画像

• コア観察から314.71ｍ～315.86ｍの破砕部は一連の断層破砕部であり，近傍のボーリングデータとの検討から海域のdF断層系の断層（dF-
ａ断層と考えられる断層）と判断される。

• 断層の方向性はボアホールテレビューアから破砕部上端のN41°E，58°Sで代表されると判断され，反射法深度断面（解釈図）（本編資料
P.2-64参照）での断層傾斜に調和的である。

3.7 海域のdF断層系の断層（dF-ａ断層と考えられる断層）の確認データ(9/9)
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